
「八島英雄編「教祖伝資料集」から見えて来るもの②ーこかん考」

教祖の末娘こかんは立教の前年、天保8（1837）年
に生まれ、明治8（1875）年に39歳の若さで没していま
す。亡くなった年の6月に流産されてから病の床に
あったと伝えられています。この「6月に流産」したとい

う事実は『稿本天理教教祖伝』には「こかん身上」とあ
るのみで、教内ではほとんど知られていないようです。
教内でよく知られている「こかん」像は17歳の時に十

三峠を越えて大阪に行き、道頓堀で神名流しをしたと
いうことでしょうか。この話は、現在の「神名流し」や
「小寒様に続く会」などの十三峠越え行事のモデルで
あります。これ以外のこかんについての話は教内では
ほとんど語られることはありません。

ただ、この大阪での神名流しの話は、後の世の創作
である可能性が大変高いということは、少し教祖伝に
関心のある方々には、よく知られているようです。

では、こかんの実像とはどのようなものだったので
しょうか。また、事実が語られなくなり、創作の話のみ
が広く知られるようになったのはなぜなのでしょうか。
八島英雄編「天理教資料集」には23ほどのこかんに

関する資料が出ています。今回はこれらの資料から、
こかんの実像に迫ります。

『劇画教祖物語（全一冊版）』P155.原作服
部武四郎.作画中城健雄.1991.道友社 1

十三峠にあった表示板
現在は撤去されている



八島英雄編「教祖伝資料集」
にある「こかん」関連資料

2

23ある資料は①こかんの一生、②大阪神名流し、③こかん裁許状とつとめ場所普請、④おはるの
後添いに行ったこかん、に分けられます。次ページはそれによる分類です。
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4
教祖伝資料集№10

※「資料」中、黒枠で書かれている
部分はデジタル版作成にあたり、
資料の意味がより分かるようにと
追記したもので、八島氏が作成し
た元資料にはありません。
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教祖伝資料集№11

「小寒子略伝」
は『増野鼓雪全
集22』に収録さ
れています。

『増野鼓雪全集』
は国立国会図書
館がデジタル化
しており、各地の
協力図書館でも
端末画面で読む
ことが出来ます。



教祖伝資料集№12 6

「教祖伝資料集」は「小寒子略伝」を3枚

に分けて全文を載せています。「略伝」は
「こかん」を知る上での重要資料です。



年
年齢
数え

稿本天理教教祖伝 天理教資料集 小寒子略伝 －小見出し－ 参考

全体 10～12小寒子略伝、773年表

1837〈天保8〉 1 12月15日出生 誕生、幼時

1853〈嘉永6〉 17 大阪で「なむ天理王命」の神名
流しをした

8、9、169～170、908～910
史実的疑問の提示

宣伝（秀司を迎えに大阪に行かれた時、
辻々で南無天理王命と唱えられた）

黒船来航

1855〈安政2〉
～10年間

19 貧の道を通られた教祖、秀司、
こかん

婚約（叔母の子、藤助が3年間足入れ） 田地質入

1857〈安政4〉 21 修養（精神的修行、24～28歳ころ） 仲田入信？

1864〈元治1〉 28 伊蔵の入信時、教祖への取次
第1次大和神社事件のこかん

29、30、83、952、953
こかん名義の裁許状

若い神（亡くなるまでの10年間） 教祖安堵村飯
田家に滞在

1865〈慶応1〉 29 教祖同様教理を取次ぐこかん 布教（教祖と行動を共にされた）
遺業（元治元年以降10年の働き）

1867〈慶応3〉 31 秀司裁許状

1869〈明治2〉 33 まつえ入嫁

1872〈明治5〉 35 248（おはるの後添いに行った） 帰幽（梶本へ3年間貸す）

1873〈明治6〉 36 774（道の真柱こかん） 明治6～8年
『おふでさき』
3～11号執筆

1875〈明治8〉 38 身上（病気）になったこかん
ぢば定めに立ち会うこかん
9月27日、こかん死亡

92（明治7，8年のこかん）
766、897（たまえについて）
775（梶本宗治郎の妻）

帰幽（永久の眠りに入る）
予言

田地質入後じきに布教活
動は始まっている！？

まつえが中山家に入って、こかんの居場所がなくなる

7

『稿本天理教教祖伝』、「小寒子略伝」及び「天理教資料集」の内容を一覧表にしてみました。慶応以降の空白が目立ちます。



P20～22 こかんの出生 （『稿本天理教教祖伝』）

出産の度にお乳は十分にあったので、毎度、乳不足
の子供に乳を與えられたが、三十一歳の頃、近所の家で、
子供を五人も亡くした上、六人目の男の児も、乳不足で
育てかねて居るのを見るに偲びず、親切にも引き取って
世話して居られた処、計らずもこの預かり子が疱瘡に罹
り、一心こめての看病にも拘らず、十一日目には黒疱瘡
となった。医者は、とても救からん。と、匙を投げたが、
教祖は、
「我が世話中に死なせては、折角お世話した甲斐がな
い。」／ と、思われ、氏神に百日の跣足詣りをし、天
に向って、八百萬の神々に、
「無理な願では御座いますが、預かり子の疱瘡難しい
処、お救け下さいませ。その代わりに、男子一人を残
し、娘二人の命を身代りにさし出し申します。それで
も不足で御座いますれば、願満ちたその上は私の命を
も差し上げ申します。」／ と、一心をこめて祈願さ
れた。預り子は日一日と快方に向い、やがて全快した。
その後天保元年、次女おやすは四歳で向取りとなり、
翌二年九月二十一日夜、三女おはる、同四年十一月七
日、四女おつねと相次いで生れたが、同六年おつねは
三歳で迎取りとなった。同八年十二月十五日には、五
女こかんが生れた。
後日のお話によると、願通り二人の生命を同時に受け
取っては気の毒ゆえ、一人迎い取って、更にその魂を生
まれ出させ、又迎い取って二人分に受け取った、との事
であった。 8

『稿本』「略伝」ともに、こかんの出生について、
足達照之丞をたすけるために自分の子二人をさ
さげたという伝承に基づいて書かれています。

魂の生まれ変わりの話として語られるこかんの出生



P32～34 大阪神名流し （『稿本天理教教祖伝』）
その日、こかんの一行は、早朝に庄屋敷村を出発して西へ向い、

龍田村を過ぎ十三峠を越えて河内に入り、更に西へ進んで、道頓
堀に宿をとり、翌早朝から、往来激しい街角に立った。
「なむ天理王命、なむ天理王命。」／ 元気に拍子木を打ちな

がら、生き／＼とした声で、繰り返し／＼唱える親神の御名に、
物珍しげに寄り集って来る人の中には、これが真実の親の御名と
は知らぬながらも、何とはなく、清々しい明るさと暖かな懐しみ
とを覚える者もあった。

P38～41 貧の道を通られた教祖、秀司、こかん （『稿本天理教教祖伝』）
安政二年の頃には、残った最後の三町歩余りの田地を、悉く同村の安達重助へ年
切質に書き入れなされた。／ 家族の者は、親神の思召のまに／＼、田畑に出る
時にも常に木綿の紋付を着て居たので、近村の人々は、庄屋敷村の紋付さんと呼
んで居たが、中でも青物や柴を商うて近村を歩く秀司の姿は、特に人目に付いた
ので、村人達は、紋付さん／＼。と親しんだ。
教祖の五十六歳から凡そ十年の間は、まことに容易ならぬみちすがらであった。

働き盛りの秀司も、娘盛りのこかんも、一日として、これはと言う日もない中を、
ひたすら、教祖の思召のまゝに素直に通った。 9
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。
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教祖伝資料集№910

こかんの神名流しの話は、表紙に明治31年7月3日と書かれている初代真柱中山新治郎（真之亮）の筆になる「稿本教祖様御伝」に出
てくるのが最初です。この記述に対して、本席の同年7月14日のおさしづに「改めて変えて出さんならんのも出さにゃならん」とあるの
は、「神名流し」の話はフィクションだから是正せよとの意味だという解釈を八島英雄氏が付けたのが資料№910です。

明
治
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十
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こ
か
ん
名
義
の
裁
許
状
と
つ
と
め
場
所
普
請

1981年に村屋神社で見

つかった「こかん名義の
裁許状」は、元治元年か
ら慶応3年に到る「おや

しき」周辺の動きに大き
な意味を持ったと考えら
れます。しかし、天理教
教会本部はその発見後
もその存在について全く
触れていません。
資料№952,953は宗教

学者の村上重良氏が八
島氏の見解などを参考
にまとめたものです。

教祖伝資料集№29
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両人ハ謹んで云わるゝに、国法のありて御ゆ
るしなきものハ、人を集め祈念祈祷の出来ぬ
事なる故、我々宜敷その手績を致し、御水や
御守を人に興へることゝ、又御老体に於ても、
公けに人助けの出来るよふに、取計ひ申上た
し、依て我々におまかせありたしと、老婆の
御機嫌をとりしに、老婆にも段々と、神様の
御話しありて、此のやしきのことに至りし時、
神様御下りにて
サア／＼このやしきを、こふずいばしよふ、
みづやしき、といふいんねんをつけおく

との御言葉に、然らば之より京都へのぼり、
吉田御殿へ両所の御願いたします、此の納金
とて、老婆より五両、飯田家より三両、受取
帰られたり、／ 老婆にハ、彼等にハ金が欲
しいのだから、まア任かしておいたがよいと、
笑ひ居られしが、程もなく御許なりとて、法
書へ立派にかゝれしを二通持参せられたり、
此時より左の守りを、参詣人へ渡すことゝな
り、時に文久四年四月なり、
（御守りの絵、略）
この二通のゆるしと云ふハ、吉田より出でた
るにあらず、古川豊後が私利を貪らん悪意よ
り、偽証をつくり渡したるに、此事早くも、
総取締守屋筑前の耳に入り、云々ありし事ハ
略す、

教祖伝資料集№30

№30は「こかん名義裁許状」取得時の様子が書かれている『御水屋敷人足社略伝』の

当該部分です。くずし字で読みづらいので活字に直したものを付けました。最後の「此事
早くも、総取締守屋筑前の耳に入り、云々ありし」ということの意味が重要になってきます。

この裁許状を教内人として最初に目にした小松崎吉夫氏が「中山小嘉舞の裁許状の件
により、大和神社事件后の慶応元年頃から、秀司先生と筑前守が急速に接近し、慶応三
年の裁許状交付の引き金になったことは間違いない」（「東王京16号」1988）と記したのが、
まさに「云々」の内容でしょうか。
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P49～50 伊蔵参詣の際、教祖に取り次ぐこかん
（『稿本天理教教祖伝』）
元治元年五月の或る日、伊蔵が参詣して、こかんに、
妻が産後の煩いから寝ついて居る旨を述べ、おたすけ
を願った。こかんが、この由を教祖に取り次ぐと、教
祖は、／ 「さあ／＼、待って居た、待って居た。」
／ と、喜ばれ、
「救けてやろ。救けてやるけれども、天理王命と言
う神は、初めての事なれば、誠にする事むつかしか
ろ。」
と、お言葉があったので、こかんは、三日の願をかけ、
散薬を與えた。教祖は、これより先、
「大工が出て来る。出て来る。」／ と、仰せられ
て居た。
伊蔵は、櫟本村へ戻って、妻のおさとにこの由を話

すと、おさとも大そう喜び、教えられた通り、腹帯を
取り除き、散薬を、早速一服、夜一服明方一服頂いた
処、少しく気分が良くなった。伊蔵は、夜の明けるの
を待ち兼ねてお屋敷へ帰り、こかんにこの旨を申し上
げると、
「神様は、救けてやろ、と仰しゃるにつき、案じて

はいかん。」
と、教えられ、更に散薬を頂いて戻り、おさとに頂か
せると、夕方から大そう楽になった。伊蔵は、その夜、
三度お屋敷へ帰った。

こかん名義の裁許状を得た元治元年頃には、飯降伊蔵の他山中忠七、山澤良助などが入信しています。その新しい信者と教祖の間
に入って分かりやすく教理を説いたのがこかんであったということについて、『稿本』も「略伝」も共通した記述がされています。

「
小
寒
子
略
伝
」

元
治
元
年
頃
に
教
祖
と
信
者
の
間
を
取
り
持
っ
て
い
た
こ
か
ん



14この部分が『鼓雪全集第5巻』にはない。

教祖伝資料集№83 「
資
料№

83
」は
、
つ
と
め
場
所
ふ
し
ん
落
成
時
に
お
金
が
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か
っ
た
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と
に
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い
て
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資
料
で
す
。
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伝
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た
ん
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か
っ
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と
あ
り
、
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』は
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」

と
そ
の
理
由
が
書
か
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ま
す
。
た
だ
、
『
正
文
遺
韻
』の
こ
の
部
分
は
ほ
ぼ
同
じ
内
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録

さ
れ
て
い
る
『
増
野
鼓
雪
全
集
第
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巻
』に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次ページに拡大版あり



P58～61第一次大和神社事件におけるこかんの態
度（『稿本天理教教祖伝』）
この事件は、忽ち伝わって、庄屋敷村へも、大
豆越村へも、又、近村の信者達へも聞えた。お屋
敷では、こかんを始め残って居た人々は、早速家
々へ通知するやら、庄屋敷村や櫟本村の知人や、
村役人に連絡して、釈放方を依頼するやら、百方
手をつくし、新泉村の山沢良治郎からも、筑前守
に掛け合うた。

又、櫟本村から庄屋の代理として岸甚七が来て
掛け合うてくれたが、謝るより外に道がない。と
て、平謝りに謝って貰った処、悪いと言うて謝る
ならば、容してもやるが、以後は決してこういう
ところは寄ってはならぬ。との事で、今後決して
致しませぬ。と、請書をかいて、漸く放免して貰
うた。まだ日の浅い信者の中には、このふしから
、不安を感じて落伍する者も出て、そのため、折
角出来かゝって居た講社も、一時はぱったりと止
まった。

ふと、こかんが、行かなんだら宜かったのに、
と、呟いた処、忽ち教祖の様子改まり、

「不足言うのではない。後々の話の台である程
に。」／ と、お言葉があった。
－中略－
翌二十七日、お屋敷へ帰って来て、直ぐ材木屋と
瓦屋へ断りに行き、お聞きでもありましようが、
あの大和神社の一件で費用もかさみましたし、今
直ぐ払う事は出来なくなりましたので、暫く待っ
て下さい。決して損は掛けませんから。と、頼ん
だ。そこは、親神の守護と平生からの信用で、両
方とも快く承知してくれた。この旨を、秀司とこ
かんに報告した処、二人とも安堵して、今は、三
町余りの田地が、年切質に入れてあって儘になら
ぬが、近い中に返って来る。そしたら、田地の一
、二段も売れば始末のつく事である。決して心配
はかけぬ。と、慰めた。

P62～63 親神の思召しを取次ぐこかん
（『稿本天理教教祖伝』）
この頃既に、こかんは、諸々の伺

いに対して、親神の思召を取り次い
で居た。飯降伊蔵夫婦は、毎日詰め
て居り、山中忠七も、時々手伝いに
来た。
庄屋敷村の生神様の、あらたかな

霊験を讃える世間の声が、高くなる
につれ、近在の神職、僧侶、山伏、
医者などが、この生神を論破しよう
と、次々に現われた。
慶応元年六月の或る夕方、天理王

命と申して、日暮に灯も點さぬのか。
と、言いながら、二人の僧侶が入っ
て来た。こかんが応対に出ると、つ
か／＼と歩み寄り、その両側に白刃
を突き立て、難問を吹き掛けた。隣
りの六畳の間に居た飯降伊蔵は、い
ざと言えば飛び出そうと身構え、は
ら／＼しながら問答を聞いて居た。
しかし、こかんは、平然として常

に変らず、諄々と教理を取り次いだ。
僧侶は、理に詰った挙句、畳を切り
破り、太鼓を切り裂くなど、暴れ散
らして出て行った。
守屋筑前守が、教祖にお目に掛り、

種々と質問して、教祖の明快なお諭
しに感服したのは、この頃である。
この年八月十九日、教祖は、大豆

越村の山中忠七宅へ出掛けられ、二
十一日には、こかんも出掛けた。こ
かんは二十三日迄、教祖は二十五日
迄、滞在されて、寄り来る人々に親
神の思召を伝え、身上事情に悩む
人々を救けられた。
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「小寒子略伝」『増野鼓雪全集22』Ｐ20.1929

資料集№83左にある「略伝」部分を拡大したもの



『増野鼓雪全集第五巻』
1929.P177～178
（提示資料は「復刻版」より）

16

『正文遺韻』の主要部分である「道すがら外編」は、ほぼ同内容のものが昭和4（1929）年刊の『増野鼓雪全集』第5巻に
収録されています。ただ、全集版P177～178の間に『正文遺韻』では上記の実線枠部分が追加されています。点線枠は
追加する必要があった要点と思われる部分です。（小見出しは『正文遺韻』と『全集』では全く異なっています。）

左の実線部分がこの
間に挿入されている。



P109 こかん身上の御願つとめ 明治六年、飯降伊蔵に命じてかんろだいの雛型を作られた。これは、高さ約六尺、直径約三寸の六角
の棒の上下に、直径約一尺二寸、厚さ約三寸の六角の板の付いたものであった。出来てから暫く倉に納めてあったが、明治八年ぢば
定めの後、こかん身上のお願いづとめに当たり、初めて元のぢばに据えられ、以後、人々は礼拝の目標とした。

P128～129 ぢば定めに立ち会うこかん かくて、明治八年六月、かんろだいのぢば定めが行われた。／教祖は、前日に、／「明日は二
十六日やから、屋敷の内を綺麗に掃除して置くように。」／と、仰せられ、このお言葉を頂いた人々は、特に入念に掃除して置いた。
教祖は、先ず自ら庭の中を歩まれ、足がぴたりと地面にひっついて前へも横へも動かなく成った地点に標を付けられた。然る後、

こかん、仲田、松尾、辻ます、櫟本村の與助等の人々を、次々と、目隠しをして歩かされた処、皆、同じ処へ吸い寄せられるように
立ち止まった。辻ますは、初めの時は立ち止らなかったが、子供のとめぎくを背負うて歩くと、皆と同じ所で足が地面に吸い付いて
動かなくなった。こうして、明治八年六月二十九日、陰暦の五月二十六日に、かんろだいのぢばが、初めて明らかに示された。時刻
は昼頃であった。

P130～134こかんの身上と死 明治八年夏の頃、永年、教祖と艱難苦労を共にしたこかんが身上障りとなり、容態は次第に重くなった。
月日よりひきうけするとゆうのもな もとのいんねんあるからの事 一一 29

いんえんもどふゆう事であるならば にんけんはぢめもとのどふぐや 一一 30

魂のいんねんにより、親神は、こかんを、いつ／＼迄も元のやしきに置いて、神一条の任に就かせようと思召されて居た。しかし、
人間の目から見れば、一人の女性である。人々が、縁付くようにと勧めたのも、無理はなかった。こかんは、この理と情との間に悩
んだ。／ －中略－／ 九月二十七日（陰暦八月二十八日）、こかんが三十九歳で出直した。この報せに、御苦労中の教祖は、特別
に許可を受けて、人力車で帰られると、直ぐ、冷たくなったこかんの遺骸を撫でて、／ 「可哀相に、早く帰っておいで。」／ と
、優しく犒われた。
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明治5年こかんは梶本宗治郎の後妻となり、明治8年流産の後お屋敷に戻ったのちに亡くなった

『
稿
本
天
理
教
教
祖
伝
』は
、
明
治
八
年
に
こ
か
ん
が
身
上

（
病
気
）に
な
っ
た
こ
と
を
記
す
の
み
で
す
。
た
だ
、
「
親
神

は
、
こ
か
ん
を
・・・」の
部
分
で
、
藤
助
と
別
れ
ま
た
お
は
る
の

後
妻
と
し
て
梶
本
家
へ
行
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
か
ん
の
人

生
を
垣
間
見
せ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。
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こかんの帰幽
「小寒子略伝」『増野鼓雪全集22』Ｐ23～26.1929

おはるの死後、こかんが梶本家に後妻として入るとき、教祖は「3年だけ」といわれた。その間
にこかんは妊娠し、流産した後やしきに帰り、教祖の留守の時に永久の眠りに入った。



「おふでさき」3号には道の後継者の意味と思われる「しんばしら、
しんのはしら」という言葉が6回出てきます。この「しんばしら」の意味

を定めているのが下の「註」です。ところが「註」が出来たほぼ同じ
時期に「真柱＝こかん」とする説を記したのが左の資料です。

『おふでさき』昭和3年版の註
三
号
8
．
し
ん
ぢ
つ
に
神
の
心
の
せ
き
こ
み
わ

し
ん
の
は
し
ら
を
は
や
く
い
れ
た
い

9
．
こ
の
は
し
ら
は
や
く
い
れ
よ
と
を
も
へ
ど
も

に
ご
り
の
水
で
と
こ
ろ
わ
か
ら
ん

教祖伝資料集№774

将来「道の真柱」と定められたる小寒子

19
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『稿本天理教教祖伝』Ｐ66

『
稿
本
中
山
真
之
亮
伝
』４
頁
・１
９
６
３
〈
昭
和
三
八
〉年

「
真
之
亮
＝
真
柱
」説
を
支
え
る
右
の
記
述
は
、

『
正
文
遺
韻
』(

昭
和
十
二
年
発
行
版
四
十
頁)

に

よ
っ
て
い
ま
す
。
同
書
の
著
者
で
あ
る
諸
井
政
一
氏

は
明
治
二
十
一
年
、
十
二
歳
の
時
に
地
場
の
人
と
な

り
、
明
治
三
十
六
年
、
二
十
七
歳
を
以
っ
て
不
帰
の

客
と
な
り
ま
し
た
。
同
書
は
そ
の
間
に
お
け
る
先
人

か
ら
の
聞
き
書
き
集
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「真柱＝真之亮」説
の根拠
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『復元』37号P107

明治になって
「すけ」が使え
なくなったため
に真之亮を新
治郎に改名し
たとされている。

真之亮は、秀司が
死亡した後に入籍し、
まつゑが亡くなる直
前に相続している。

中山家
戸籍謄本
2代真柱出生以前

『
正
文
遺
韻
抄
』

(

昭
和
45
年(

１
９
７
０)
道
友
社
）よ
り

教
祖
が
、
真
之
亮
を
生
前
か
ら
真
柱
に
決
め
て
い
た
こ
と
の
根
拠
で
あ
る
。

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
こ
こ
に
提
示
し
た
『
正
文
遺
韻
抄
』と
、
『
正
文
遺
韻
』『
改
訂
正

文
遺
韻
』と
も
こ
の
引
用
部
分
に
つ
い
て
内
容
は
全
く
同
じ
で
す
。
た
だ
、
昭
和
4
年
発
行

の
『
増
野
鼓
雪
全
集
第
五
巻
』に
も
『
正
文
遺
韻
』で
「
道
す
が
ら
外
編
」と
題
さ
れ
た

こ
の
部
分
が
「
教
祖
伝
講
話
」と
い
う
題
で
出
て
お
り
、
そ
れ
は
若
干
文
章
が
違
っ
て
い
ま

す
。
念
の
た
め
、
参
考
に
提
示
し
て
お
き
ま
す
。



22

『
増
野
鼓
雪
全
集
第
五
巻
』１
６
８
頁
・昭
和
４
年

『正文遺韻』と比較しやすいように、異なっている
部分に線を付けておきます。 『増野鼓雪全集第

五巻』では、『正文遺韻』で「帯屋許之初」の前に
ある「御息女縁付」と題された部分を含めて、
「本部長奥様」という題が付けられています。

『正文遺韻』とこの『増野鼓雪全集第五巻』では、
細かな部分でかなり違っているのです。なぜこ
のようなことが生じているのか、疑問を感じます。
諸井政一の書き残したものを忠実に文字にして
いれば、このような違いは、あり得ないのではな
いでしょうか。

※「真之亮」が中山家に入ったのは明治１４年で
その時の記録はすでに「新治郎」であったことは
「戸籍」で確認できます。当然のことですが、大
正３年に亡くなるまで書類に残る名前はすべて
「新治郎」です。

梶本家の「真之亮」の男の兄弟は、亀蔵（夭
折）、松次郎、〈新治郎（真之亮）〉、留治郎（夭
折）、楢治郎の順です。長男の亀蔵を除くと「・・
治（次）郎」という名前なので、「新治郎」も生まれ
た時からその名前だったのではないかという気
もします。ちなみに、「おさしづ」に「真之亮」は35

例ありますが、「新治郎」は１例もありません。
「おさしづ」が出されていた当時は、「新治郎」で
あったはずですから、出版される段階で「真之
亮」に直された可能性があります。

「真柱＝真之亮」説の根拠



『おさしづ主要人名索引と関連家系図』P92.櫟本分署跡参考館.1998

中山新治郎（真之亮）兄弟一覧
（梶本家家系図より）

明
治
8
年
に
こ
か
ん
が
妊
娠
し
て
い
て
流
産
し
た
子

「
真
之
亮
」の
名
は
、
初
代
管
長
中
山
新
治
郎
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
作
ら
れ
た
！
？

23

教祖の三女、おはるが嫁い
だ梶本惣治郎の男の子は
夭折した長男亀蔵を除いて
父惣治郎と同じ「治（次）郎」
が付けられている。

「
真
之
亮
」と
い
う
名
前
は
、
新
治
郎
の
存
命
中
に
作
ら
れ
た
書
類
な
ど
の
ど
こ
に
も
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
「
没
後
命
名
説
」の
可
能
性
が
生
ま
れ
ま
す
。
「
真
柱
の
真
之
亮

や
で
」は
「
し
ん
の
は
し
ら
」の
「
し
ん
の
（
真
之
）」で
あ
り
、
「
す
け
（
亮
）」は
明
治
に
な
っ
て
使

用
で
き
な
く
な
っ
た
名
前
の
た
め
改
名
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
の
た
め
に
付
け
た
と
考

え
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
す
。
「
真
之
亮
」と
い
う
名
前
が
考
え
出
さ
れ
た
の
は
、
「新
治
郎
」が
亡

く
な
っ
た
大
正
３
年
か
ら
、
『
お
ふ
で
さ
き
』が
釈
義
付
き
で
発
行
さ
れ
た
昭
和
３
年
ま
で
の
間
、
特

に
昭
和
３
年
の
数
年
前
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。



教祖伝資料集№766

教祖が「たまへ」と名付けた子は誰か
「
資
料№

７
６
６
」に
は
、
『
お
ふ
で
さ
き
』公
刊
時
の
教
会
本
部
の
解
釈
が
出
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
は
、
お
道
の
後
継
者
た
る
「
真
柱
」を
教
祖
が
外
孫
で
あ
る
男
子
に
早
く
か
ら
決
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
対
す
る
理
由
が
、
「
た
ま
へ
」の
出
生
と
関
連
さ
せ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
八
島
氏
は
こ

の
説
明
に
従
っ
て
明
治
十
二
年
に
亡
く
な
っ
た
秀
司
の
子
、
智
生
童
子
が
明
治
八
年
に
生
ま
れ
た

「
た
ま
へ
」で
あ
る
と
し
て
家
族
関
係
図
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
説
は
正
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

24
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資
料№

７
６
６
に
あ
る
『
お
ふ
で
さ
き
講
義
』Ｐ
６
２
の
資
料
は
、
そ
の
前
に
７
号
の
歌

が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
７
号
の
解
釈
の
よ
う
に
取
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
３
号
１
０
９
，

１
１
０
の
解
釈
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
れ
は
３
号
８
の
歌
に
付
け
ら
れ
た

解
釈
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
部
分
を
提
示
し
て
お
き
ま
す
。
こ
こ
は
、
後
半
の

線
を
引
い
た
部
分
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
お
ふ
で
さ
き
講
習
会
録
」（
『
み
ち
の
と
も
』１
９
２
８
〈
昭
和
三
〉年
１
１
月
２
０
日
号
）

※

昭
和
４
年
発
行
の
『
お
ふ
で
さ
き
講
義
』は
、
こ
の
「
お
ふ
で
さ
き
講
習
会
録
」を
単
行
本
化
し
た
も
の
で
す
。
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「
お
ふ
で
さ
き
講
習
会
録
」（
『
み
ち
の
と
も
』１
９
２
８
〈
昭
和
三
〉年
１
１
月
２
０
日
号
）

資
料№
７
６
６
に
あ
る
『
お
ふ
で
さ
き
講
義
』Ｐ
６
２
の
資
料
は
、
３
号
１
０
９
，
１

１
０
の
解
釈
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
「
お
ふ
で
さ
き
」の
引
用
が
あ

る
部
分
か
ら
提
示
し
て
お
き
ま
す
。
（
後
ろ
半
分
は№

７
６
６
の
引
用
部
分
と
重

複
し
て
い
ま
す
。
）

前
ペ
ー
ジ
と
こ
の
ペ
ー
ジ
の
「
お
ふ
で
さ
き
講
習
会
録
」の
資
料
は
『
復
元
３

７
号
』「
史
実
校
訂
本
下
一
」、
「
第
十
節

た
ま
へ
様
の
ご
誕
生
と
真
柱
様
の
確

定
」の
部
分
に
全
文
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
出
て
い
ま
す
。

天
理
教
教
規
に
「
天
理
教
を
統
べ
理
め
る
者
は
、
真
柱
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い

る
、
そ
の
真
柱
と
、
そ
の
妻
と
な
っ
た
「
た
ま
へ
」が
「
お
ふ
で
さ
き
」に
記
さ
れ

た
親
神
の
深
い
思
召
し
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
資
料
が
こ
の

「
第
十
節
」に
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
親
神
の
深
い
思
召
し
」に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る

初
代
真
柱
と
そ
の
妻
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中山家善福寺
過去帳

『復元2号』P60

明治8年に「智生童子」は生まれていない！
『
復
元
39
号
』
68
頁
「
天
理
教
教
祖
年
譜
表
稿
案
」よ
り

「たまへ」はこかんのお腹の子！

教祖伝資料集№897

『おふでさき講習会録（講義）』にある明治8年に生まれた「夭
折された御母堂様のお兄さん」とは、明治12年に亡くなった「智

生童子」のこととされています。それは中山家の過去帳で確か
めることが出来ます。しかし、この子がいつ生まれたかを示す
資料は存在しません。ただ「天理教教祖年譜表稿案」の明治
12年の項に「智生童子、享年二歳」とあります。当時秀司の妻
であったまつゑは明治10年2月15日にまち（のちに「たまへ」に

改名、御母堂様）を出生していますから、そのあと、「智生童
子」は明治11年に生まれたと思われます。
では、おふでさき7号が書かれた明治8年2月から8号が書か
れる5月までで教祖の周りで妊娠していた女性を探すと、こか

んが浮かび上がってきます。「小寒殿は明治八年六月末に
至って、流産せられてから病床に親しむ身となられ」（「小寒子
略伝」P25）ていたのです。『おふでさき』に記された「たまへ」は
こかんのお腹にいた子である可能性が非常に高いのです。
こかんが明治5年に梶本へ行く時、教祖が「３年の間貸す」と
言い、その3年目が目前になった明治6年末からこかんが死ぬ
明治8年の間に書かれた『おふでさき』3～11号には、こかんに

関する記述がたいへん多いのですが、こかんのこととされてい
るのは11号の最後の方の数首のみで、そのかわりに、それら

の多くには、教祖が身を隠されたのちに出来た天理教団の状
況を「親神の思召し」であるとするための解釈が付けられまし
た。それらは捏造、改竄、こじつけといった手法によっていると
思われます。それゆえ、こかんの実像が見えて来ると、その解
釈が根元から崩れてくるので、天理教団はこかんについて神
名流しの創作話以外、語らないのです。


